
【世田谷区】 

校務 DX 計画 

 

世田谷区では令和５年４月より新たに「統合型校務支援システム」を導入し、運用を開

始しました。同システムの積極的な活用により教員の業務効率化を図り、子どもたちに向

き合う時間の拡充を図るとともに、将来的には他システムとのデータ連携を通して教員が

多様なデータを有効活用できる環境を整備し、個別最適な指導につなげていく（計画５

頁） 

教育 ICT環境整備以降における課題 

・著作権に関する知識や意識が希薄な場合、児童・生徒が誤って他人の著作物等を無断

で利用する可能性がある。 

・統合型校務支援システムと他システムとのデータ連携にあたっては、技術面、運用面

及び情報セキュリティ面の課題等を整理した上で、安全性の担保された運用を確立する必

要がある。（計画５頁） 

 

 ICT を活用して成績処理などの事務作業の負担軽減を図ることや、勤務時間管理を徹底

することなども含め、デジタルを活用した学校の働き方改革を一層推進する必要がある（計

画２８頁） 

 教員の長時間勤務を解消し、学校の働き方改革を実現するためにも、ICTの活用は極めて

大きな役割を果たし得るものになります。各種調査や事務のデジタル化などにより、教員を

雑務から解放し、多忙感を軽減させるという視点も重要（計画２９頁） 

「GIGA スクール構想の下での校務の情報化に関する専門家会議」の提言や「GIGA スクー

ル構想の下での校務DX 化チェックリスト」による自己点検の結果等を踏まえつつ、チェッ

クリストに示されている、教育委員会及び学校が教育 DX を推進する際に取り組むことが

望ましい項目を実現する上で障害となる課題や、その解決策を具体的に記載する。 

その際、特に、クラウドツールの未活用や FAX でのやり取り・押印の見直し、校務支援シ

ステムへの名簿情報の不必要な手入力作業の一掃については、校務の効率化・ペーパーレス

化の大きな阻害要因になっているものであることに十分留意すること。 

以上に加え、文部科学省「次世代の校務デジタル化推進実証事業」の状況に留意しつつ、校

務システムの更改のタイミングにおいてスムーズに次世代の校務システムへと移行できる

よう、校務系ネットワーク・システム等の現状分析や、望ましい校務の在り方に関する検討

を実施することなどを盛り込むことが想定される。 

 

本計画は「世田谷区教育の情報化推進計画（令和６年度～令和１０年度）」を基に作成し

ております。 


